
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
や
、
森
林
管
理
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
国

が
認
証
す
る
仕
組
み
で
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
及
び
環
境
省
で
運
営

し
て
い
ま
す
。

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
う
ち
森
林
由
来
の
Ｊ-

ク
レ

ジ
ッ
ト
は
、
森
林
整
備
を
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
者
が
森
林
吸
収
量
の
認
証
を
受
け
て
発
行

さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
企
業
や

団
体
等
が
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
森
林

整
備
等
の
推
進
の
た
め
の
資
金
が
還
流
す
る
た

め
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
地
域
振
興
を
一
体
的
に

後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
企
業
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策
へ
の
関

　

情
報
誌
「
林
野
」
で
は
、
令
和
７
年
10
月
号
か

ら
こ
れ
ま
で
計
３
回
「
森
業
」
を
取
り
上
げ
て

き
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
森
業
シ
リ
ー
ズ
の
最
終

回
と
し
て
、
森
業
の
具
体
的
な
取
組
で
あ
る
森
林

由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

次
頁
の
グ
ラ
フ
に
示
す
よ
う
に
、
２
０
１
３
年

度
の
制
度
開
始
か
ら
２
０
２
５
年
度
末
ま
で
の
累

計
で
３
５
５
件
の
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
２
０
２
５
年
度
の
新

規
登
録
件
数
は
94
件
で
過
去
最
大
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
は
、
同
期
間
の
累
計
で

２
４
０
．１
万
Ｃ
Ｏ
２

ト
ン
で
あ
り
、
こ
の
う
ち

１
０
０
．５
万
Ｃ
Ｏ
２

ト
ン
が
２
０
２
５
年
度
に

認
証
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組
は
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

取
組
は
拡
大
中

心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
企
業
等
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
購
入
者
は
、入
手
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を「
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

10
年
法
律
第
１
１
７
号
）」
に
基
づ
く
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
算
定
・
報
告
・
公
表
制
度
（
Ｓ
Ｈ
Ｋ

制
度
）＊
１

に
お
け
る
報
告
や
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
＊
２

な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
よ
う
な
取
組
に
よ
り
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

＊
１　

３
〜
７
頁
特
集
「
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
の
見
直
し
」
参
照

＊
２　

削
減
が
困
難
な
部
分
の
排
出
量
に
つ
い
て
、
そ
の

　
　

排
出
量
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
。

森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の

創
出
・
活
用
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

シリーズシリーズ

「
森
業
の
推
進
」
に
よ
る
山
の
地
方
創
生

森林由来Ｊ－クレジットの仕組み
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「
森
業
」
は
、
木
材
供
給
に
と
ど
ま
ら
な
い

森
林
の
様
々
な
価
値
を
見
出
し
て
、
よ
り
多
く

の
人
が
森
林
に
携
わ
る
取
組
で
す
。
森
林
由
来

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収

機
能
等
を
価
値
化
し
、
気
候
変
動
対
策
に
関
心

の
あ
る
企
業
を
呼
び
込
ん
で
地
域
の
森
林
整
備

へ
の
資
金
還
流
を
促
進
す
る
、
ま
さ
に
森
業
の

推
進
に
資
す
る
取
組
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活

用
拡
大
を
後
押
し
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
等
を
通
じ
て
、
制
度

の
普
及
や
優
良
事
例
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト

の
持
つ
価
値

お
わ
り
に

スキーム図
（出典：森林×ACTチャレンジ2024受賞者レポート）

森林由来J-クレジットの年度別認証量 森林由来J-クレジットの年度別プロジェクト登録件数

　

森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
単
に
二
酸
化
炭

素
吸
収
量
を
価
値
化
で
き
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
を
通
じ

た
森
林
整
備
の
促
進
に
よ
り
、
水
源
涵
養
、
土
砂

災
害
防
止
、
生
物
多
様
性
保
全
と
い
っ
た
森
林
の

多
面
的
機
能
の
発
揮
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献
等
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
森
林
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２

４
を
受
賞
し
た
金
勝
生
産
森
林
組
合
（
滋
賀
県

栗
東
市
）は
、滋
賀
県
で
初
め
て
の
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ

ト
創
出
に
取
り
組
む
な
ど
、
森
林
の
付
加
価
値

を
高
め
る
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
左
の
図
の
よ
う
に
株
式
会
社
滋
賀

銀
行
（
本
店
：
滋
賀
県
大
津
市
）
が
、
同
組
合
が

創
出
し
た
地
域
の
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
を

購
入
し
、「
び
わ
湖
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
」
の

運
営
に
係
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
オ
フ
セ
ッ
ト
や
、

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
滋
賀
レ
イ
ク

ス
」
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
２
０
２
３
ー
２
０
２
４

シ
ー
ズ
ン
分
）
の
会
場
電
力
消
費
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
オ
フ
セ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
地
域
の
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
活
用
し
ま
し
た
。
Ｊ-

ク

レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
益
は
、
同
組
合
に
お
い
て
、

森
林
経
営
の
持
続
性
と
環
境
保
全
に
配
慮
す
る

と
の
行
動
指
針
の
下
、
琵
琶
湖
の
環
境
や
生
態

系
保
全
に
も
つ
な
が
る
森
林
整
備
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
い
て
適
切
な
森
林
整

備
を
通
じ
て
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
が
創
出

さ
れ
、
さ
ら
に
、Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
益
が

森
林
整
備
に
再
投
資
さ
れ
、
森
林
の
多
面
的
機
能

が
一
層
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

クレジットを創出した金勝生産森林組合が整備する森林
（出典：森林×ACTチャレンジ2024受賞者レポート）

◀ 　森林×ＡＣＴチャレンジ２０２４受賞者レポート
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/forest_
act_challenge/attach/pdf/2024result-2.pdf

13 2026.5 No.230 林野

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/forest_act_challenge/attach/pdf/2024result-2.pdf

	林野５月号
	林野５月号裏



